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はじめに
私たちが兵庫県の北東.ItJ石郡の但東町を訪ねて子ど
もの生活実態調査を始めて早くも4年か経過した。毎年
現地を訪れて伺東町の人々とふれあう機会はあるが研究
としてはなかなかすすまなし、。しかし現地を訪れるたび
にいつも何か新たな発見をする。気づかされる乙とがあ
る。そのt地の空気をすいながらそ乙tζ怒らしている人
たちに話をうかがうと，その上地ならではの事実lζItJ会
う。私たちはそれをコツコツと記述するととぞ心がけて
きた。そして，来てよかった，また訪ねてこよう，と思い
ながら大阪iζかえる。そのような乙とを繰り返している。
私たちは1984年の秋1:何点町の子どもたち(小学校3
校の5，6lf・生と中学校2校の生徒全員)を対象iζ「子
どもの遊びと友達関係，チどもとおとしよりとの関係」
を中心にしたアンケート必ず正を実施した。そしてその結
果を 「農村における子どもの生活κ関するー研究.(])-
子どもの遊び，友達関係，学校観.家庭観，地威観を中
心iζ一一J(本紀要第33どさ.1985)にまとめて報告した。
乙の報特の蚊後に私たちは.今後の当自ー の.JI!逝として次
の5つをあげた。
1.例外i町で暮らしている子ともやおとなの個々の貝
体的な事実iζ出会いつつ，聴きとりを者ねながら但東
町にみられる子どもやおとなのくらしのあり織を解明す
る。
2.産育ののf先をさらにすすめる。
3.子どもの遊びをl直後1:観察し，採集しながら.子
ども同士の関係.チどもとおとなとの関係を明らかにす
る。
4 .親，保育省.教師をはじめとする子育てにかかわ
る人々との出会いを大切にし，関係を深める。
5. i但東町広報Ji広報たんとうJの分析とイ号祭を
すすめる。
ζれらの課題の中で2.については伺東町在住の三人
の助産婦さんへの総きとりをもとに「農村における姥育
についての研究(l)一一自宅分娩時代の産婆の役書lトー」
というテーマにまとめて「日本石必研究学会雑認J(VoL
10. No. 2. 1987) 1ζ掲載された。
1 . 3. 4.については但東町住住の東井義雄先生を
たずねたり，小'下校，幼稔闘て・の遊び時間の観祭を行っ
たり.伝統行事の観察をしたりしているが，まだその凶
数も数えるほとでまとま ったものになっていなb、。乙の
而での活動はさらに地道iζ開を竜ねていく乙とか必袋で
あろう。
ととろで本稿は先にあげた5.の課題にとりくんだも
のである。
{町東町の広報は第l号が1960(1昭如35)年l月 l日に
発行され.1987 (U{lf日62)年8月には第330号をむかえ
ている。乙の広報の記事を検討する乙とによって10.)泉町
がどのように発反してきたのかをみていζ うと思う。
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表 1. 但東町の人口及び世帯数の推移
(住民号録)-. ..--.-. 
区 分 世帯数 人口
自然(1'']動態 社会的動態
増減 -iI!.:if当 人 I~I街度
tl¥生
昭和 30年 1. 892 9.617人 人
昭和 35年 1. 819 8.804 
昭和 40年 1. 789 8. 220 40 
昭和 45年 1.745 7.385 82 
昭和 50年 1，748 7.143 91 
昭和 55年 1. 718 6，898 89 
昭和 55年 1. 7 I 9 6.861 73 
昭和 57年 1. 719 6.836 65 
昭和 58年 1. 723 6.806 71 
昭如 59年 1. 724 6.742 76 
昭和印年 1，725 6.678 81 
I 概要
1.目的
但東町の成立から今日にいたる地域社会の変貌を「但
東広報Ji広報たんとうjの分析をとうして考察し，地
域社会の変貌がそ乙 iζ住む子ともたちにどのような影響
を及ぼしているのかを検討するための基礎資料とする。
2.方法
(1) 量的分析
1 ). i但東町広報J (1 -100号)と「広報たんとうJ
(101号-330号)を次に示すような11の領域に分け，
さらK各領域毎に下位項目lζ分類した。
1 .行財政(議会届動.選挙，人事，予算・決算，融資 ・
税金，広報，その他)2.産業(農業，林業，畜産業，
地場産業， 商業，工業，その他)3.生活環筑整備(住
宅，コ‘ミ，上下水道，消防，災害復旧，道路整備，河川
等改良，電信電話等，その他)4.保健衛生(保健，医
療，衛生，健康問題，その他) 5.民生(社会福祉，年
金 ・共演，健康保健，労働問題， その他)6.教育(子
育て，保育，学校教育，社会教育，その他) 7.文化
(歴史，民話，故郷，俳句，サークノレ，作文・随箔，伝
統行事.その他)8.体育・レク活動(スポーツ，ハイ
キング，娯楽，その他)9. くらし(食生活，衣生活，
往生活，その他)10.社会問題 (老人問題， r同和J問
題， r障害者J問題， 公害問題，交通問題，その他)11. 
その他(お知らせ.求人募集，その他)
2) .分類した記事をl号毎』とその見出しと内容をもと
にl枚のプリントとしてまとめる。
3) . 1)と2)をもとに，各年次毎iζ記事の数を集計，
死亡 転入 転出 り人口 ( 1 h~) 
人 人 人 人 5.08人 59.43人
4.84 54.41 
51 23 37 ム25 4.59 50.80 
79 125 157 ム29 4.23 45.64 
80 234 315 ム70 4.09 44.14 
78 198 246 ム38 4.01 42.63 
55 184 239 ム37 3. 99 42.40 
58 183 215 ム25 3.98 42.25 
66 186 221 ど'>30 3.95 42.06 
72 198 266 ム64 3.91 41.67 
71 142 216 ム64 3.87 41.27 
( 2 ) 
(僧東D!JH可勢要覧より)
さらに5年間毎に集計をおこない量的分析の資料とした。
(2) 質的分析
量的分析による資料をもとに，共同研究者が担当領域
の記事を読みながら分析を書く。分析の視点は質的分析
を含むので，必ずしも量的分析の際lζ行った領域， 下位
項目と一致していない。
E 結果とその分析
1.属性
(1) 記事の分析にはb、る前11:.，但東町の人口動態を附
勢要覧から引用する。表 lは但東町の人口と世帯数の推
移である。
(2) 次lζ図 iは国勢調査をもとに作成された全国と過
疎地域の人口構成である。年齢(5歳段階)男女別人口
の推移を示している。乙れを見ると全国の「ひょうたん
型Jの人口構成IC対して過疎地域は50践を境iζ，それ以
上ではいずれの段階も全国より比率が高く， 50歳未満で
はいずれの段階も全国より比率が低くなっており，いわ
ば「キノコ型」の人口構成である。但東町の人口構成も
ζの図の中にプロットしてみたが，過疎地域の人口構成
の上iζ殆ど重なったので省いた。つまり但東町の人口構
成は過疎地域の平均のそれと同じ型を呈しているという
ことである。
(3) 図 2は但東町の人口，過疎地域の人口，全国の人
口，三大都市閣の人口の増減率の推移を示したものであ
る。全国人口を見ると，1975 (昭和50)年からl鎚o(昭
和55)年にかけて増加率がさがり，また三大都市の人口
では急激に地加率が落ちている。その一方で過疎地域の
人口も但東町の人口もともに減少率が徐々ににぶく なっ
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図1. 過疎地核と令国の人口織成 (60年)
(森重俊也:過疎唄白域の現状と課題，地方自治，
Nu476. 1987より)
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2.各領織における記事数の変化
各領場の記事のfilを五年間毎』ζ集計したものが表2で
ある。乙れを見ると広報の性絡 七 行財政関係の記事が
広報の記事総数の18.3%を市め他の傾岐に比して多い。
産業の記事は時代が新しくなるにつれて明らかに少なく
なってきている。 ζれとi釦E記事数の漸地傾向を示して
いるのが，文化，体育 ・レク活動の傾域である。名傾域
の内容については次K下位耳目白lζついての分析を行う。
2 -1. i行財政」記事についての分析とJZ祭
2-1-1.町政の変遷とその特質について
広報はし、わば「町長の第ての顔」であり，町政につい
て町民のflIl解と協力を求めるのが発行のH的である。そ
図2 但東町人口、過疎地域人口、全国人口、
=三大偲市圏人口の地減率の縫移
れゆえ山i然の乙とながら町の政策，行財政についての記
事が全体の2割弱を占める。記'Ji数を見ると.60年代前
、 t~1ζ議会活動が毎号ていねいに報じられ. ..i~認の審議状
況，人呪などが比較的多い。
イ1.*附Iは1956(lI{i1'J31)年に新町として発足した。 19
53 (H(j如28)-r 9 JlI<: i町村合併法Jか公布され全国的
花町村合併が進められた。兵w県でも1954(日(3相29)年
iζ合併計画案がでLてられ.それにもとついて合併が促進
された。但東町はIJ石郎の奥3村，合橋，13橋，資母か
表 2. ~ヰ傾岐における 5年mの記事数の変化
60--64 ~下 65-69f1o 70-74if 75-79"r: 80-例年 85-87"JO .H 
fT 財 政 233 ( 225) 165( 16.0) 177 ( 17.1 208 ( 20.1) 140( 13.5 111 ( 10.7 1.034 ( 18.3) 
i 業 158 ( 305) 98( 18.9) 69( 13.3 71 ( 13.7 73 ( 14.1 49 ( 9.5 518( 9.3 
生活環涜樫倣 73 ( 14.7) 66 ( 13.3) 82 ( 16.6) 107 ( 31.6 98(198) 69 ( 139) 495( 8.7) 
保健衛生 32 ( 9.2 48 ( 13.8 34 ( 9.8 45 ( 130) 108 ( 31.1) 80 ( 23.1) 347 ( 6.1) 
民 生 97( 17.3 121 ( 21.5 111 ( 19.8 113 ( 20.1 80 ( 14.2 40 ( 7.1 562 ( 9.9 
教 育 77 ( 17.7 90 ( 20.6 53 ( 12.2) 66 ( 15.1 91 ( 20.9) 59( 13.5) 436 ( 7.7) 
文 化 94 ( 12.4 114 ( IS.0 143 ( 18.8 141 ( 186) 160 ( 21.1) 107(14.1) 759 ( 13.4) 
体育 ・レク活動 45 ( 11.3 29 ( 7.3 55 ( 13.8 76 ( 19.0 112 ( 28.0 83 ( 20.8 400 ( 7.1 
く り し 12 ( 8.1 24 ( 16.2 23 ( 15.5 33 ( 22.3 27 ( 18.2 29 ( 19.6) 148 ( 3.6 
社会問 題 26 ( 6.2) 59( 140) 88(20.9) 102( 242) 99 ( 23.5) 47 ( 1.2 421 ( 74) 
そ の (也 90( 16.7 102( 18.9 78 ( 14.5 81 ( IS.O 122 ( 22.6 66 ( 12.2) 539 ( 95) 
5十 937 ( 16.6 916 ( 16.2 913 ( 16.1 1.043 ( 18.4 1.l10( 19.6 740 ( 13.1 5.659 (100.0 
( 3 ) 
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図3. 行財政についての記事数の推移何年間毎)
合併し誕生した。乙の合併はいわば 「上から」計画し実
行された乙とであり，これによる「しこりJが長く町民
の中に残る乙とになった。
但東町の町政の基本的な枠組みを考える上で参考にな
るものがある。それは，合併後4年自にして作られた
「但東町産業振興調査」である。乙の調査は，合併後ま
もなくから町の有識者たちによって会議が重ねられてき
たものを，さらに当時町出身で中央大学の宮出秀Iiit氏の
協力をえて， 1959 (昭和34)年10月IC完成されたもので
ある。その概要は次のようなものであった。
① 但東町は交通不便の山村のような先入観があるが，
交通立地は道路計画等により改めうること。
② 山ばかりで資源に恵まれない僻地のようK思われて
いるが，一万町歩に亘る山も雪も雨も，産業振興IC活
用しうる資源である乙と。
③ 分収造林等により千八百町歩の植林を行えば年七万
七千石の輪伐を行い得，薪炭・バノレプ材等の輪伐計画
と共iζ山村経済を恒久的iζ安定せしめうる。
④ 畜産も山の資源を活用し，従来の和牛から乳牛に転
換し資本の回転の早い酪農，養鶏等を中心とすると
共IC，大規模な肉牛の多頭飼育を行うとと。
⑤ 交通立地を改めるため，各谷の道路を整備し，峠は
林道で結び，主要幹線はもちろん町内循潔道路網を完
成すべきである。
⑥ 縮緬等の機業は賃織形態から脱却し，精錬場を設け
万難を排して自営産業』ζ発展せしむべきである。
⑦ 町財政の合虚化のためにも思い切った学校統合を断
行すべきである。
③ 農業は資本集約的な企業経営を育成し商的農産物の
大量生産と有利な共販体制を確立すること。このため
農協の発展を図る乙とが必要である。
乙れをみると但東町成立後今日lζ至るまでの町政の基
本方針が網羅されている。但東町の立地条件と歴史をふ
まえた上での道路の整備，地域資源の活用，農林畜産業
のあり方，地場産業の振興などが具体的に指摘されてい
る。そしてすでに学校の統廃合までが提言されている。
この調査は 「この際但東町の百年の討を樹立しようと
するにあった」という乙とであるが，後の町政はこの剥
査における提言を時代に即応する形で実行してきたと言っ
ていいだろう。
ただ，乙の調査はあくまでも産業振興のためのもので
あったので，その後の町政としては，さらに次の三点、が
重要な課題として考えられてきた。
一つは， 三村の合併によって生じた「しとりJをなく
し， r一つの町」としての政策を実現するため，それに
必婆な「町民Jとしての意識に立って町政を理解しても
らう乙とであった。
二つには，高度経済成長lζともなう過疎化問題である。
三つには，高齢化lとともなう老人問題である。
それゆえ30年余の但東町政を概観すれば， r和Jの精
神を説きつつ， r調査Jの提言を地道に実現し，過疎の
問題κもとりくみ，老人も生きがいをもって生活のでき
る新たな町づくりへの道を模索してきた，といえるので
はないだろうか。
これまで但東町は次の4人の町長によって町政が担当
されてきた。
初代 西本高志 S31.1L3-S34_ 7_30 (復任
期間，以下同じ)
2代， 3代永井幸彦 S34_ 7.31-S42. 7.30 
4代，5代田畑窓- S42. 7.31-S50_ 7.30 
6代-8代福田芳郎 S50. 7.31ー 現在
各町長はそれぞれその時代において重要とされる問題
について対処してきた。
西本町政は，合併後の庁舎の位置をめくる粉糾の解決
に腐心したが，新町の道路行政の先鞭をつけた。永井町
政は， 二代目の時はまだ「和」の精神を強調しているが，
三代目ICなると「ゆき届いた町政Jをめざし所得の増大，
よい人づくりなどの胞策をうちだした。 1967(昭和42)
年の勉負では， r統合中学校の建設へ全力を」と述べ，
統合問題が町政の重要課題として登場してきている。田
畑町政によって懸案の学校統合は実現した。また過疎化
問題に直面したが， r過疎地域振興計画」をたてそれを
実現する一方で，住民の健康 ・福祉対策として「総合保
健衛生福祉活動計画Jをたて生活改善センターを完成さ
せるなどした。現在の福田町長は，乙れまでの町長の上
に，福祉と教育を向上，発展させ， r活力ある町づくりJ
K取り組み「シルクロード計画Jを実行ICうつしてきて
( 4 ) 
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いる。 1958(昭如33)年の決算において，町税が29.806にたい
各町長の胞策で共通してみられるものとして次の4つ して地方交付税，困凶と県の支出金の合計が45.8%を占
があけられる。 めていた。と乙ろが円69(昭和44)~ICなるとが).{j'か13.
1. r和」の町政 l'弘後者が63.3~仰となり ， 以後今 11 1(いたるまで|円l じ
2.注文iの娠興 織な状態が続いている。乙うした中で1975(UlH日50)年
3.教育，文化の向上 乙ろからは地方交付税，図版と以の支出金が削減される
4.保健，福祉の憎進 ようになり.財政が一倍厳しくなってきている。
広報を泌むかきり. {B.*町政の歩みは決して、I'!E!では 広報では町T税による収入を少しでも地やすため，しき
なかった。財源が十分でなかったにもかかわらず，今日 りlζ納税の勧焚と滞納の支払し、促進のキャンペーンがは
の「活力ある町づくりJの政策κ至るまで.地道な施策 られている。また優良納税省には感謝状を出したり.税
と実行がIUJ政として杭み電ねられてきたわけである。今 金の徴収率を毎年報告したり. rパハ，タハコは町内で
後の田I政は依然として厳しし、。しかし.それは但東町だ 白ってねJとタバコ消岱税の額を報じたりしている。
けの問題ではなし、。むしろイ[I_栄町政は乙れまでの経験と 成出については人件費なとのみ務的経費が1965(iJ{j和
実績をもとに，但東町の地以性と歴史性の1:1ζ立った独 40)年頃から急激に伸びはじめ.1974 (昭如49)年には
臼の町っくりが模索されて行く乙とであろう。 歳出全体の57.396を占め，経常的経費は22.906.投資的
2 -1 -2.選挙H:ついて 絞径は15.69o1Lおさえざるをえなくなっている。役資的
選併については広報でその都度 r-~は弘のもの J 経質の割合が問え，義務的絞t.'iか少なくなる乙とか哩ま
「金J.M実'i~ 、けない J r頼まれでもいれない」と公 しいと一般には与えられがちであるが，広報では，終常
明選挙を呼びかけている。鹿山村であるのでそれだけ強 的経費の節約の必愛性が強調されている。
調する必要があったと思われる。 それでも財政の限られた範開内で政策IC優先順位をつ
1962 (昭如37)年の広報では，前刷の参。通院議員選挙 けて胞策を実行し.地方債(町債)を発行しているとは
では財人間の棄権が多かったと指摘し.投飛を訴えてい いえ，なんとか他全財政を維持している。乙の乙とも広
る。その結果投票率は86.6406で北{日で二港口lζ高かっ 報の決算報告の必後にいつもふれられている。
た。 財政規筏をみてみると1958(1府和133)年には 5T・)Jの
その後も選挙毎Iζ投謀本を報じ，投25率のおい役票所 決算報告がなされている。 1961 (I~j初36) 年度には一般
については表彰までおζなっている。そのせいか国政レ 会計予算ー の総宮Hがはじめてl億円を越し. 1966 (fIs.ffl41) 
ベルの.Q!l本では投禁ネは85%を越えている。 年度iζは2億円を越え. 1970 (f~{制45) 年度には 4 億円
町選挙としては初代町長選と 4. 5代目の町長選の三 を鍾え.1975 (1肝不日50)年度1(は 8億円を鑓え.1980 
回の他はすべて無役22wiiきであった。 5代日の町長選の ( u{{初55)'f.皮19億円を越え.1 お1(附初56)年度の23
ときには3人の候補者による大激戦で立会演説会がもた 億円をピーク1:今日まで22億円あたりで洛ちおーいている。
れたが.その結果投票呼lは94.66%と高かった。 乙のような財政規僚の推移をみると高度経済成長にとも
町議会.&Il選挙は1957(Hl{和32){刊ζ第一白(定数22) ないその規筏が級制に肥大化し，石油ショック後は財政
がお乙なわれ，その後1959(紺如34)年から4年毎に行 規般の縮小を余儀なくさせられた終jI!!Jがみてとれよう。
われている。いつも町長か決まる前IL町議巡かある。 19 現在も諸経t.'iの高騰の中でいわゆるマイナスシーリング
71 (附和46)年の町ぷ選は恭年候補者が立候補した乙と を維持せざるをえない状態である。
もあり.当選議員の、ド均年齢は46.9歳とな った。 1979 広報には符年度Mに 100億円は乙う使われたJと歳
(BH利54)年1:定数は20人1:.19回年1:は16名に減って 入と成出の報告がなされている。主な事業内容は以下の
いる。 制峨毎Kついての分析でふれられている。(姻 智筒)
2 -1 -3.町財政(予算・決算.税金)について 2 -2. r産業J~è'liIC ついての分析と考察
{D_栄町の財政状態を報じるのは広報の'lI:a-な役割lのひ 2 -2 -1 .第 l次産業としての山林畜産(養蚕)業な
とつである。広報には終年度の予算決算が細かく報告さ とについて
れている。 第 l次産業，とりわけ農林畜産(長蚕)業は社会環境
{司東町の財政状況をみると，歳入では，町税などの白 とともK自然環焼1:大きく規定されがちである。人間が
主財源か少なし地方交付娩，国庫支出合，県支出金な 円然とどうつき合っていくとよいのかがたえず問題とな
どの依存財源が多し、。 30年にわたる歳入の変化をみると ってくる。
( 5 ) 
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イ円栄町は立地条件としては山地であり， '!Z野部は相対
的1:少なし、。また，冬ともなると，雪が降り積もると乙
ろだ。乙のような所与の厳しい条例ーのもとで，先人が何
世代lζもわたって山地と平野部を切り開いてきた乙とは
想像1:難くなし、。星霜を経て近代の地主小作制から，戦
後2次にわたる農地解放により大多数の小作農民は自作
農となった。但東町もそれにつれて農業を近代化してい
く方向をたとっていった。稲の品種改良，化学肥料化，
J!l薬の散布，農地整理，農機具の機械化とその共同購入，
共同経営などが試みられてきた。農業の共同化が提唱さ
れてきた背景には，共同化を阻む要因が根強く残ってい
たのではないか。
60年代以降の農業の推移lζついては，時期が新しくな
るに連れて，記事の掲載量が著しく減少している。その
中でも60年代前半では，新農村事業の一環として農業の
振興に取り組み始め，それにともない記事の掲載が多く
なっている。 70年代の前半では，農業についての記事の
量が急減している。それは1970(昭和45)年の米の生産
調整の実施を契機にしたものである。また乙の年を境lと
して，機械田植が普及し始め，生産良家の再編成が開始
される時期でもあった。 70年代後半から今日l目、たるま
で，各地区のは場の整備が順次計画的iζ実施されている。
(件)
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図4. 産業についての記事数の推移 (5年間毎)
次1:林業についてみてい乙う。戦後農地は解放された
が，山林はその対象外であった。それだけに林業の近代
化は農業のそれに比べて遅れをとった。また但東町とい
う地媛は山地という乙とで林業iζ適しているといえそう
だが，それだけで生活していくのは難しし、。木材の需要
も減りコストが下がった乙とや，森林をいちど伐採する
と植林をしても成木するまで一世代を要するように，林
業は衰退せざるをえない状況におかれてきた。
その林業を広報iζ即してみていくと，農業とほぼ同様
iζ時期が新しくなるにつれて，記事を掲載している量が
減少してくる。 ζれを年次別lζくわしくみていくと， 19 
65 (昭和40)年1:は第 l次林業構活改善事業が始まり，
1971 (昭和46)年には追加事業が開始されている。その
同じ年1 :但東町森林組合が北但東部森林組合κ合併され
ている。 60年代後半から70年代前半にかけての一連の動
きを見ると，入会林の整備などを含めて林業が近代化し
ていく時代であったといえる。
畜産業iζついて，但東町は{旦馬牛の産地の一つであり，
畜産業は長い歴史をも っている。畜産業とは牛乳の搾乳
を目的とする牛と，肉』ζ供する牛や豚を飼育する生業で
ある。畜産にとって牧草は大切なものであり，草地改良
は欠かせないものである。
養蚕業については.生糸の原料である繭をとる目的で
蚕を飼育する生業である。しかし，蚕の繭からとった繊
維である絹の需要の相対的減少とともに，生業としては
採算が取れなくなり，養蚕農家は衰退の一途を辿った。
広報から60年代以降の畜産(養蚕)業の移り変わりに
ついて見ていくと，農林業とほとんど閉じように時期が
新しくなるにつれて，記事の掲載量が著しく減っている
乙とがわかる。もっとも産業に関する記事のうち，畜産
(養蚕)業の占める割合は相対的に低L、。乙れを年次別
にみると， 1962 (昭和37)年と1984(昭和59)年をピー
クlζ二つの山が形づくられており， 70年代はその両者の
閣で谷となっている。 60年代前半について， 1960 (昭和
35)年iζ静岡県から乳牛を集団導入するといったように.
畜産業を多角的経営にのりだした乙とがわかる。また乙
の時期には，養蚕について桑作りやその共同経営も試み
られている。
2-2-2.村おζ しとしての地場産業について
地場産業については，地滋の特性を生かして，ものを
生産する産業が歴史的に培われ，特産地を形づく ってい
る産業を指すが，中小零細企業が圧倒的K多い ζとも特
徴である。但東町では高度経済成長期比絹織物の一種と
しての縮緬を織るととが広範に行われた。 1970(昭和45)
年から翌年にかけて，縮緬だけでなく，観光地化を意図
した温泉の試掘などもなされたが失敗lζ終っている。乙
の時期，絹織物は「ガチャマン」といわれるよう 1:好況
を呈し，但馬縮緬として市場Iζ出回った乙とがある。し
かし，オイノレ・ショック以降その港込みがはなはだしし
例えば1977(昭和52)年には織物不況で織機299台を共
同破砕されている。その需要の変容，技術面でのたちお
くれや円高不況などの追い打ちもあり，現在それだけで
生活していくは困難な状況である。
地場産業を広報の記事から量的にみてみると，60年代
( 6 ) 
堀他:1.出村における子とものとt活l乙関する甲研究(2) -3J5一
からオイノレ ・ショックの年まで，織物業を中心iζひとつ その背景には前注した家族形態の変寄が乙の過併地域に
自のヒークがみられる。 70年代後半は地局;rc駐が織物不 も忍び寄ってきた乙とがあるのではないか。 70年代後、ド
況のあおりを受けてf在的iζ一時減少した。しかし，80年 から80年代前、判ζかけて団地としての町営住宅のiijdか
代iζは伺東町という過疎地域の活性化にむけてのひとつ すすんだ、。しかし住宅需要の多織化とともに，1984 (1I{1 
の試みとして，地岐路業お乙しとしての一村一品運動IC fn59)年lζは三似分議住吉ができるなど住宅住&のあり
みられる地域特産物の鬼ui.しを中心にてつけのピークを Jjも変化してきている。
むかえている。 コしし尿処pr，については.r.UlのありJjの変終とと
2 -2 -3 商工業について もに社会問題となってきた。いつも問題となるのはその
商業にl刻しては.ひとつには広報の性絡上あわない乙 処匁場をどζにするかという乙とである。経済がとtynと
と.ふたつには仰.東町が'主席経済を主としており，流通 m'l1だけではなく.その廃梁物の処聞をふくめてJ号えて
過援への関与が総体的iζ少ないという乙と.乙の二つの いきたいものである。乙の問題について，ω年代は広報
辺自でJe'Jの掲載鼠は少なL、。 の記事がほとんど見られなし、。母的lL見れば.70年代が
T.業については.日度経済成長期の1962(IJij和37)年 もっとも多くなっている。 1973(1I1fU48)年ーにはコミ処
には県より工業適地調夜団が来町しており. ζれが企業 PE対策が迫られ，処開場it設用地の健保が問題となって
誘致の契機lζなった。 60年代の後半は学校の統廃合後の いる。 ζれについては翌年IC.公:r;防止を条件IC矢般地
跡地を利用して工業誘致か盛んに行われ.士業進出が活 l>{1L処pl1施設のit設が始まっている。 J978 (1別手1153)年
発になった時期である。広報の記事の侃も乙の60年代後 には不燃物ゴミの収集が始まっており.全面的ICHlrの立
半がI品もS見支がi苛くなっている。 2次にわたるオイノレ ・ イ壬においてコザミ処fq1が行われるに預った。
ショ yクの聞は企業のぷ備役資も冷え込み低調であった。 七下水道については.簡易水道がその主流を占めてい
乙の低経済成長期の70年代後会I~IL'が、ると ， 農村地峡て る。簡易水道は山飽から流れ出る川の水を引いてきて.
:Jiの導入か図ら札企業の必致が再び行われるにうさった。 タンク iζ貯めたものである。簡易水道が全町IC作法した
工業の仮興にも町ぐるみ一同})をいれているが.諸般 のはJ983 (1!j刷158)年である。生活段境の終的にとって
の社会的'lJt'Iから必ずしもスムーズにすIが辺んでいない 生活用水の佐保は毛要な位何を占めている。上下水jfjlC
というのが現状である。問題は但栄町の工業の導入は他 関する記'がは.70iJ=:代が政も多くなっており.広域簡易
の産業とのバランスを考えて行う ζとか必要だろう。そ 水道の関連記'Jかj:，1だっている。乙の事業か終ってから
して，それを導入することで何東町という地峡の振興lL 後は.これについての記事はほとんどみられなくなって
どのように混えされるのかという視点から 与えていきた きている。
いものである。
2 -3. r生活環焼鐙備JJ己事についての分析と考察 (件)
2 -3 -J .生活裕行相としての毘筑柊備について
生活m焼整備について考えていく時.生活保績とは何
かを問い返していく必要があるだろう。生活広1演とは円
分のiEらしを含めて.人と人と，人と臼;然を取り巻く関
係状況の総体をさしており.そのζ とをrij縫にして.乙
こでは生活密着型と生活関連型iζ頬噌化し.その整備κ
ついて吟えた。
生活:主;.(1型の環焼整備として. r住宅Jiゴしし尿
処即Jr上下水道Ji屯f/:.-'U活.';n報士事Jか挙げられる。
ロ:その他
一 回電信'~11話等
一図 :fuJ川等改良
図ー:道路4整備
-ロ:災害復旧
一一四:消防
65年- 75年- 85年~
包:上下水道
回:コミ
fil:住宅
先ず.住宅lζついて.物則的1%1岐の而では過密化した
{，sr行部ほとには問題が顕街化して乙なかった。むしろ，
家族形態のあり方が拡大家族から絞家族化への進行にと
60年- 70年- 80年~
図5. 生活環境終備についての記引数の推移(5年間毎)
もなって.住宅需要か顕在化してきたといえよう。広報 屯信，屯話.沿線等lζついては，羽代では18活による
の記'IJlL閲してみていくと.60年代前半には住宅Kつい 通信の占める比唱が大きくなってきた。伺東町か町村合
ての記 'JJは全く見あたらなし、。 60年代後'I~ ICは町民生活 併をしたl釘後ではまだ無電話古s泌が残っていたか.J960 
の向上が問えられ，公共役資も町営住宅lζ向けられた。 (1昭和35)年には奥矢根を除いて全l足fC屯話が閲.it!iする
( 7 ) 
一316ー 児童学
IL: -l'った。 60年代後半にはテレビが普及し始めた。70年 では農地の改良は計画的に陸地 (ほ場)の区画務理を伴
代は電話サービス化が進み.今後ζれらのサービスがさ って遊められ. 8割以上の実施率をみるに至った。広報
らに否姿な位i置を占めていくだろう。 に関連記事の絶対数が少ないが，その中でも70年代後、ド
2-3-2.生活関連型としての環境整備について の記事の頻度は高くなっている。(曽和信一)
生活|対迎烈の成局経備として. r消防Jr災害復旧J 2-4. r教育J記事iζついての分析と考察
「道路樫備Jr河)1.t是防.I:!地の改善」が挙げられよ 2 -4 -1 .幼児教育について
う。 幼児教育については，但東町という地域での子育ての
まず，消防lL:関して，一つには人の生死にかかわり， 問題と保育所・幼稚闘などの保育(教育)機関を過して
二つにはム ラの共有財産と私有財産の消失を防ぐという の教育の間泌がある。
乙ととも|刻速して，ムラぐるみで消防に取り組んできた。 まず前者の子育ての問題から考えてい乙う。 1972(U!.j 
広報の記事とかかわって凡ていくと.1964 (昭和39)年. 和47)年頃まで子育てについての記事は，夏休みや冬休
の消防団の新編成と1971(昭和46)年の再編成が注目さ みの前後IL:家庭生活についての注意を促す程度で，記事
れる。何者とも団員300名前後を組織し，自衛的性格を の掲載置が少なかった。しかし1973(昭和48)年には幼
持っていた。過線化の進行とともに消防団の維持運営も 児の乙となら何でも相談をという乙とで，電話というメ
難しくなり.1983 (昭如58)年になると，広域消防がス ディアを通しての相談活動が広報κとりあけ・られた。ま
タートするようになり，行政の責任Kおいて消防活動が た.1979 (昭和55)年からおよそ2年聞に亘り「母と子
行われるようになった。 の会話Jがシリーズ的κ取り組まれ，母と子どもの関わ
災害復旧については.台風，豪雪，地震，冨雨等によ り万についての啓業活動が行われている。
る直接的災害と二次災害からの復旧を指している。もっ
とも二次災3は人為的なものが大半を占めており，被害
を段小限にくい1 :めるための毘境繋備が必要になってく
る。広報の災宮復旧関連の記tJ~としては，台風と或雪が
最も多b、。災ilが発生するとそのlif度記事の縄戦も当然
多くなっている。
il路幣備についての広報の記事を見ると.601f代前、ド
は幹線道路の整備を中心iζ行われた乙とがわかる。とり
わけ1962(附如37)年にを尾 トンネルがB"i通した乙とは
当時の一六 トピックであった。 60年代後半は道路整備の
関連記事が舟的にもっとも多いが，人の運輸手段として
のパスについての記事が目立ってくる。乙の時期には町
の人口が極を切ったように流出した。一方ではモータリ
ゼイションが言われ，パス路線の変更や廃止が相次いだ
時期である。 70年代は大関みに言うと.60年代iとほぼ完
成した幹線道路を改良舗装し，主要地方道への昇格を果
たした時期だといえよう。しかし.幹線道路の整備ほど
に生活泊路が空整備されたとは必ずしも言えないのではな
いか。生活道路とはなにかを与える ζとを通して，道路
の果たしてきた役割を聞い直し，今後の道路整備の発;ff!
の転換を図っていきたいものである。
河川.!Ji!防.'I:Vtlの改良についてであるが，三者は有
機的K関i虚している。首・は河川Kは氾j監がつきものであ
った。堤防の務備が進むにつれて.河川が氾J監する乙と
は殆どみられなくなった。そのζとと前後して近代の農
地改良が始ま った。農地改良は米作を中心iζ疏菜を含め
て収穣高を著しく向上させた乙とは事実である。但東町
( 8 ) 
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図6. 教育についての記事数の推移 ( 5年間1ft)
後者の幼児教育の問題については.60年代1L:入るとj位
保化により幼児の絶対数が減少してくるが，経費が1USむ
乙とと相まって幼稚園の統廃合が問題となってきた。そ
して1966(1l1和41)年9月lζは小中学校とともに幼稚闘
の統廃合が議会で議決された。もっとも幼児を遠距離通
留させるにはいろいろ困難な問題があるため，徐々に三
闘に統廃合していく ζとになり，H活8(昭如43)年4月
iζ三園児統合されパス通闘も始まった。また1971(昭如
46)年4月から2年保育K統一されるようになった。
保育所については.1963 (昭和38)年κ資母へき地保
育所が住設された。その後工湯誘致Kより企業が進出し
てくるに伴い.!.d生の就労が増加してきた。その結果
「保育iζ欠ける」子どもも目立つようになり，1977 (附
鹿他:~村における子どもの生活iζ関する岨研究(2) -317一
如52)年には合橋保育所と高橋へき地保育所が建設され
るに~った。
幼稚園と保育所の関係について，三段児までを保育所
で.四.五歳児は幼稚闘で保育(教育)を行うといった
ように限目IJとして埼保ηーとなり.幻j保の制度的一元化11:
近い形態がとられるようになった。
幼児教育の記事を自的iζ見ると， 70年代始めから80年
代の今ロlζ至るまで漸憎している ζとかわかる。
2-4-2.学校教育について
学校教育についての広報の記事が急mするのが60年代
である。乙の時期には小.中学校の統廃合が重要な問題
となった。
ζの問題lζついては，2 - 1. “行財政"のとζろで
既に触れたように， 1959 (昭和34)年に:1¥2:れた「但京
町広業振興調査Jの中で.町財政の合同化のために学校
統合を断行すべきだという指摘がなされている。その後
も過鋭化が一層進行し子どもの数が減少した結果，学校
経費の負胞が弔くのしかかった。 60年代前半にはその経
費を効;字化し財政負仰を経滅するために.学校の統廃合
が焦!自の政策課題となった。
そのため1964(附如39)年Iζ但東町に「教育行政審議
会jか設内され， 1 '01'聞の'$.，&を経てその容巾が!おされ
た。答申では教育効果の向上と教育.nの効本巡用などを
目的として，中学校3校小学校10校を中学 l小学3校に
統合していくという方針であった。乙の答巾を受けて翌
年ーには学校統合推進委品会か4笠置され.その促進を図ろ
うとした。 1966(附利41)作ーには統廃合についての町民
の怨解をi!Jるために地区別懇談会がもたれた。また全区
長が統合協力委員になり.その説得にもあたった。その
ような経緯を辿りながら.1968 (昭如43)'rTーには中学2
小学3校に実質的に統合されていった。
しかし.学校の統廃合が行われたが，後された問題も
少なからすあった。統合による通学パス問題を含む通学
費の補助という具体的悶組をはじめ. rおらか村の学校J
Iζ隙聞かrlてくる乙とへの彩特が緩や子どもにどのよう
に及んだかという問題などがあげられよう。
その後も教育行政の立幼から学校経taをどう合1型化す
るのかという乙とか絶えず課題となってきた。 1969(lIli 
fU44)年4J fζは宿目前の廃止と関連して，学校は夜間
無人化になった。また同年9月から親のニーズIC応える
というj診で学校給食センターが完成し，世)Jより給食が
開始されるようになった。
ω年代になると，守二校胞設設備の改善がなされてきた。
1981 (昭如56)年には.f.i@小学校の校合の~桁イ[:1ζ{半
い全而改築が行われ， 1983 (昭和58)年にはlaJ校の体育
( 9 ) 
官官の竣工かなされた。またI.;J年8月に但束中学校lζ. 19 
85 (昭手口60)年には町制ヴ校'IC佼IJJ!照明か設的された。
2-4-3.社会教育lζついて
社会教育について考えていく際に，その教行の対象
(主体)である子どもと成人の活動という側I(Iと，社会
教育の湯としての学校胞設，公民館やコミュニティセン
ター の役:号IJから促え返してい乙う。
前者の中でチどもを対象とした学校外教育としての社
会教育では.子ども会活動などがあげられよう。何点町
でもl鈴5(附相40)年頃から子ども会か結成されるよう
Kなり.2 iド後には町子供会rl!絡協防護会(チ述協)か発
足するまでになった。その活動として，ゾフトポーJレ大
会， I-:I球大会.治Ij/j(浴，ハイキングなどが行われてきて
いる。成人を対象の継続教育として， 60年代ICは訂作同
や婦人会などの百E動が盛んたったが，70年代以降その名
林は消滅してしまった。 70年代から80年代の今臼iζ笠る
まで<大学>という名祢で地域iζ恨さした教袋必俺か
開併されてきている。
後.fl'1ζついては，教育の場としての学校胞&の閲欣と
公民館，コミュニティセンターなとの利用がある。乙れ
らは地峡っくりの場としてil'll!な位慣を占めているとい
えよう。
Jc'Jを1.t的にみると，60年代後半を除いて社会教育の
J己事が乍校教育のそれを上I~ っており.教育全体Iζ占め
る社会教育の:_IiIJ合か高L、。
2 -5. r文化J.記事についての分析と A考察
2 -5 - 1 .脱c，e・民話について
I!東町は殿史的lζは由緒のある上地であり， r!A.栄町
史JIζも23かれているようIC，ζの町lζ先人か住みつき.
生活共同体を-gみIした時からその}於史か始まっている。
1963 (1昭和38)年には教育委員会を中心に文化財の減
資が行われ，それ以後70年代から80年代にかけて，U:J: 
神社の改体修IHなと文化財の保aが行われてきている。
また地威開発とも関連して泡跡の調査発鋸が行われ.縄
文から弥生を経て占境時代iζ宅るまでの先史時代のiな重
なii1物も多数発見されるようになった。
乙のようなJ二地柄である飲に民活も数多く残っている。
民話という性絡仁発鋸し記録IC留めなければ何時しか
消え去っていくi!Ii命を背負っている。それを広報IL紹介
するという乙とは，文化財の保aゃi宣跡の調ft発掘とも
州まって.イ1[*町という地峡をfヰ泌識させたいという;む
昧が込められているともいえよう。
広報の記'jJのæ~変量から見ると . ζ の項目については
70年代から801f代の今日iζ至るまで地加する傾向告示し
ており，廃史の発展と変化の中で田Iのt理解を促す-助iζ
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したいという意図が働いているのではないか。
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図7. 文化についての記事数の推移(5年間毎)
2-5-2.故郷について
故郷の記事を見ると，その捉え方iζ変化のある ζとが
わかる。
60年代は但東町からの転出が顕著になる時期である。
この時期には転出した人々と町のつながりが重視されて
いる。 例えは"，1967 (昭和42)年には.郷土との連携を
はかり発展1[.協力する ζとや若い人たちの就織や結婚の
斡旋にも努める乙とを目的にして，町出身者によ って
「阪神但東会jが設立されている。
70年代とりわけその時期の後半になると，地域意識を
再認識する時期である。綴々な祭りや文化展が町主催で
なされ，過錬化の中で町民やその出身者1[.対して，故郷
f[.日を向けさせるように努力している。
80年代は新しい故郷っくりに取り組み出す時期だとい
えよう。但東町の活性化iζ向けて，他地域との交流がli1'i
んに行われてきている。その背景には道路整備による交
通網の改善が大幅になされてきたといったように，環噴
条件面での整備が大きく寄与している。
1984 (昭和59)年には， I部会の人にふるさとを提供J
という ζとで，但東シルクロ ドー会員の募集を始めてい
る。翌年には，新たな故郷っくりの拠点、のひとつとして，
但東自然ふれあいセンター “やまびこ "をオープンさせ，
都会から自然を求めてやってくる人々を受け入れたり，
地域住民同士が宿泊でき る交流の場と して活用されてい
る。乙のセンターでは村お ζ しとして町民の働く場の確
保や特産物の紹介と販売も行っている。
広報の記事の量では， 70年代後半から80年代の今日lζ
至るまで増加しており，村おこしとあらたな町っ くりに
かける熱意が窺えるのではないか。
2.-5-3.文化サークノレ ・伝統行事iζついて
俳句，絵画，民謡，詩吟やダンスなどいろいろなサー
クノレや，書道教室などの文化教室が但東町にある。その
活動が広報の記事に取りあげられているが，量的f[_見る
と70年代後半から80年代にかけて多くなっているのが特
徴である。
但東町という地域の地問的条件を見ると，他地域から
の刺激を受けながらも，自ら文化を創り出していこうと
いう伝統があるのではないか。
伝統という面では，その行事I乙但東町，ひいては地域
の文化のあり方が窺える。伝統行事はその土地の風土と
も深く関連しており，その地域での生産とくらしの型が
その行事の中に垣間見られる。例えば， “どんと焼き"
などは山村1[，くらす人々の無形文化財ともいうべき価値
をもっている。 いずれにせよ伝統行事については，その
行事の継承f[.意味があり.今後の課題として行事の但い
手の育成が必要だろう。
2 -6. I体育 ・レク活動」記事についての分析と考察
2 -6 -1.スポーツ ・ハイキングについて
体育は身体的精神的健康の維持地進と体力づくり，ひ
いては町っくりを目的として行われてきている。それ故
iζ2 -7.“保健衛生"の中の 「町民の健康jの問題と
も深く関連している。
但東町では，1964 (昭和39)年f[.第18回オリンピック
東京大会を記念して， r第 1回但東町民体育大会Jが聞
かれた。その大会は成功裡iζ終わったが，60年代という
時期はスポーツへの取り組みが低調だった乙とは否めな
いのではないか。
70年代から今日まで，町では駅伝，陸上競技，野I求.
~I求， バレー ボーノレ， ソフトボ ノーレ，軟式テニス.ゲー
トボーノレやコソレフなど，多岐にわたるスポー ツが地域や
職域で活発iζ行われるようになってきた。
とりわけ，駅伝，卓球，陸上競技， ソフトボーノレやパ
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図8体育 ・レク活動についての記事数の推移 (5年間毎)
(l0) 
煽他 :t:i村における fともの生活lζ閲するー研究(2)
レーポールなと‘は町主催で大会として毎年行われている。
広報でも町民IC級会ある毎に参加を呼びかけており，大
会でのb党総も縄戦している。
~楽をJ~ねて身体を鍛え，育てるにはハイキングが適
している。 fs.*IlIJは地.!'11的条件としてはIIて・四Jjが附ま
れ.ハイキングの場所としても好適である。そのためか
60年代から毎年町ぐるみでハイキングが行われてきてい
る。
2-6-2.娯殺について
向*町で.血!35誌として.図若やつりなどが記事として
取りあげられている。娯楽iζ閲する記事の絶対量は少な
いが.だからといって娯楽がないわけではなし、。娯楽と
は人々の心を裂しませ慰めるものであり，そのように促
えると文化やスポーツそれ自体が娯楽的色彩の漉いもの
であるといえるのではないか。
開基なとは新谷ICなると大会がもたれるなど.治{E的
1 :愛好者の数はかなりのものとなるようlζ恩われる。
(早川 j享.曽手口信一)
2 -7. r保俄 ・衛生J記事についての分析と身察
2 -7 -1 .町民の健康について
fl:次別1:保健衛生iζ閲する記事を量的1:見てみると，
1960 (1~1初35) 年から 1 982 (昭和57)年までは.tlH見l凶
数は年1:10回前後である。しかし.1983 (昭如58)年か
らは忽激iζ記事の数が2.3倍』ζ地加し.1984 (昭和59)
停には44刷にも上っている。その型由としては.e定政'f1
の上昇が町財政を圧迫する乙とから治療よりも予防に取
り組まなければならず.健康っくりのための検診等が徹
底して呼ひかけられるようになったζとや，個人の健械
に対する怠識が高まっている ζとから情報の提供を必要
とされている 2点が与えられる。
????
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図9.保健・衛生についての紀宮数の推移(5年間毎)
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得々の保健活動についてみてみたい。
2-7-2.総合保健について
日常ー生活全般ILわたる保健衛生の向上のために. (8.* 
IJの人々のためlζ笠岡保健所が1962(昭如37)年から修
!動保健所を開くようになった。その内容は.I1nfl:'.}J.r<. 
血液 ・寄生虫等のiH'J定，医師の診察，病人食・自t乳食 ・
栄益改持等の指導，結絞検診，その他予防A射やj設焼待1
It相淡等多岐にわたる項Bが行われた。乙のような移動
保健所は.flJ.rf町lζ保健センターができるまで行われた。
70年代では.健康増進事業として.係極の検診や医療
機関受診の結栄を総合的に把握するために.20)"以上の
人を対象に健康手帳が交付されるようになった。
1980 (1附粕55)年3刀.健康っくりの拠点として保健
センターが完成し，母子 ・成人 ・老人に万i函なく総合的
に検診や健康相談等が行われるようになった。そして.
位脱知識等の情報の提供や検診を目的として. 1983 (昭
如58)年から「健康ひろばJという催しかりわれるよう
になった。それまで別々に実施されていた検診や位脱相
談を総合的にとらえられるようiζf健康ひろは」という
Jf~で， いくらかまとまって行われるようκなった。
2-7-3.成人保健について
60'ド代は，結核をなくすための住民検診への取り組み
が巾心であった。検診への呼びかけも徹底して行われ.
地IX.毎の受診ネを公表し受診を推進した。住民の関心も
布く，受診'flは初期から80費百を越える尚さであった。
成人病検診について.60年代は申し込み命IJで希句!-liか
多い場合はJ由選で決められた。さらに.前年度受診-liは
対象から除外された。また，検診は 1fJ:をかけて行われ，
検代項目も腹部X-Ray.血圧 ・眼底検1'i.心18附 ・検
尿とまた不十分な状況であった。円癌は日本人に多い乙
ともあって，チ宮癌ととも』ζ. 同の!tfIl検診かζの頃か
ら支hEiされ始めた。
先にも.iliべたように.70年代に入ると各純行われた検
診や医療機関受診の結果が直く・』ζ分かるように「健康手
帳jの制度がとられた。
2-7-4.老人保健について
主人福祉法iζ基つ、き.1963 (昭如38) 年ーより~人位脱
診査を始めた。その結w:ほとんどの老人が疾病をもち，
しかもいくつもの疾病を合わせもっているζとが多かっ
た。
70年度の医療統計より医療機関への受診.f1は70白星代以
上の人か必高である ζとが明らかとなった。加齢ととも
に疾病と共存していかなければならないζとは縫かな乙
とであり，医療費の補助か必要とされていた。伺東町で
は，国IC制区けて1971(昭如46)年iζ65段以上の肴度身
、 ， ，，
???
《??
?
?? 児童学
体「障害者」と70歳以上の老人を対象lζ医療費の自己負
担分の補助を始めた。
2-7-5.母子保健iζついて
小児の感染症の予防については，小児マヒ(急性灰白
髄炎) ・赤痢 ・日本脳炎が流行し注意を与えている。特
に小児7 ヒは1960(昭和35)年に全国的lζ大流行し，そ
の予防緊急処置として1961(昭和36)年の 1月から3月
に日本で初めてポリオ生ワクチンの接種が行われた。但
東町でも3月1:行った。 60年代前半は，ポリオの流行が
ひとかったので，生ワクチンの服用を呼びかける記事が
再三みられると同時に，小児マヒにかからないように体
力を保つ夏の生活の仕方を啓蒙している。生ワクチンが
効を奏し，全国的iζ流行が阻止されたためか，その後は
その他の予防接種と閉じくお知らせだけになっている。
大戦中』ζ，戦争遂行のための人的資源確保を目的にし
て，乳児死亡率の引き Fげなど母子保健衛生の問題が大
きくとりあげられ，1940 (昭和15)年に妊産婦手帳制度
が実胞された。大戦後も「浮浪児」の保護の問題から出
発し， 1947 (昭和22)年It兜叢福祉法が施行されてきた。
しかし，住民全体にそれらのシステムが浸透するのはま
だまだで， 60年代も妊娠届けと母子手帳の交付を受ける
ようになど母子保健向上のための呼びかけを必要とした。
戦後急激lζ妊産婦の死亡率が減少したとはいえ，諸外
国iζ比べて日本はまだまだ高く(J960年では， 10万人に
対し日本130.6アメリカ37.1イギリス39.7)，母子の
健康の保持培進のため， 1965 (昭和40)年8月母子保健
法が公布された。但東町でも1月よりこの法律で定めら
れた該当妊婦にミルクの現物給付を行っている。
1966 (昭和41)年1月には，農業 ・機業等の働く婦人
の健康診査を豊岡保健所の協力で実施した。その時，子
宮癌検診の希望者が多かったので，翌年1月35才以上の
人を対象に実施した。その結果208人の検診者のうち11
人 (5.3必)が精検が必要であった。しかし，希望者が
400余名もあったにもかかわらず， 半数にしか実胞でき
なかったので，翌年からも続けて実施された。
老人の医療費の補助命IJ度と同時iζ，乳幼児 (3才まで)
についても医療費の補助を3年計画で段階的に実胞した。
また，70年代K入り.毎年6月上旬に「よい歯でよく
かみ，よし、からだ」の標語で，小児のう歯の予防iζ取り
組み，よい簡の幼稚園児を表彰している。
1977 (昭和52)年7月から疾病の予防を目的として，
毎月 l回健康相談が開催されるようになった。成人の部
と乳幼児の部を交互に行っていたが， 1978 (昭和53)年
4月から町内3人の助産婦の協力を得，妊産婦の相談も
始めた。
2-7-6.過疎地域と医師について
資母地区の中山1:は再審政時代から医家があり，明治時
代には三地区iζ医師が開業して比較的医療に恵まれてい
た。しかし医療の高度化がすすみ医師の大病院志向の中
で但東町も医師の確保が課題となった。
1957 (昭和32)年盛岡病院資母診療所， 19ω(昭和35)
年盛岡病院高橋診療所がそれぞれ新築された。乙のよう
な町の努力にもかかわらず，医日市の後任を捜すのに苦労
をしている。 1980(昭和55)年合橋診療所の吾郷医師が
やめた後1:，小笠原医師が赴任するまでの2年近くの住
民の医療不安は大きかった。
80年代始めに資母 ・合橋診療所とも医師のための住宅
を新築している。
1977 (昭和52)年，地場医療懇話会で町立診療所は不
可能なのかを話し合っている。 1983(昭和58)年に町立
高橋診療所が完成した。
広報の記事から， 60年代は環境衛生などの情報や検診
による疾病の予防が中心であったととが解かる。70年代
後半からは.婦人会が「健康は自らの手で」といずみの
会を設立し，健康増進への取り組みを行ったり，体力っ
くりのために赤野地区で「走ろう会Jを結成した り.積
極的に健康づくりと体力っくりへの町民の取り組みが感
じとれる。
2 -8. r民生J記事についての分析と考察
2 -8 -1 .社会福祉について
年末には婦人会が，恵まれない人達のために毎年「愛
の持寄りJを行っている。
社会福位協議会は， 1963 (昭和38)年に「善意銀行J
を設けた。金銭や物資の預託が盛んになされ.広報にも
そのお知らせが毎回載っている。さらに， 1966 (昭和41)
年に婦人健康相談室を，翌年に心配事・悩み事相談所
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図10.民生についての記事数の推移(5年間毎)
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堀他:農村における子ともの生活l乙関するー研究(2) -321一
を開設した。また日常生活を営むのに支障のある老人家 2 -8 -3 国保について
庭のためiζ. 1969 (1旧日44)年IL老人家庭本仕良時l肢を 1958 (UiHU33)年lζ，医療保険を'支けていない3∞0)]
始めるなど，地綾福祉のJ郎、手として活発な活動を行っ 人の国民のためIζ新国民健康保険法が成立した。
ている。 但東町では._Jt人や農業従事者が多い乙とから国保の
1980 (昭和55)年，ホームヘルパーの足にと神戸新聞 対象者が多く.lJu入の徹底や正しい知識の白及のために
社から車が贈られ. rしあわせ号」と命名された。 2台 「国保の正しい使い方Jを3固に分けて連載した。 70年
目がけJ石鍍金塗装工業所から贈られた。 代に入っても国保花関する用解を深める記事がl時々みら
2-8-2.年令 ・共済の充実について れる。
(1) 年金 国保の会計は.1964 (昭和39)年にはすでに赤字11:な
戦後平均寿命が伸び人口の老齢化現象や家肢制度の実 り，その後毎年保険料の値上がりが知らされている。そ
質的崩緩や物価のと昇江どによる老齢者や社会的弱者の のため医療費軽減をはかる必要があり「疾療より予防をj
生活保障の問題が深刻な問題になってきた。国民の年舎 と.食生活への注意や体力づくりに関する記事が目立つ
へ要求が高まり.1959 (昭和34)年国民年金法が成¥Lし ようになった。
た。そのニiミな内容は現行公的年令の適用者・受給者を除 2-8-4.労働問題について
く20才以上65才未満の者を被保険者とし，保険料を25年 但東町は雪深い所で.白から冬季出労が行われている。
以上納付し.65才lζ達したときに，老齢年金(拠出期間 年金や国保の制度ができてからは届出が欠かせないもの
に応じ)が支給される。他に防宮 ・母チ・遺児 ・寡婦の となり，届:l¥を促すお知らせが頻繁lζ見られる。
4極の年金がある。さらに無拠出制の老齢 ・H子 ・防害 1964 (1昭和39)年農業労働力の口履い賃金のj基準がも
の福祉年金を設けている。 うけられた。最低賃金も改訂ζ とに広報l[載せ，守られ
但東町では，乙れらの年金の受給者が多く.60年代の ているか注意を与えている。(i白 緒子)
広報では.乙の年金制度についての知識の普放や給付の 2 -9. r社会問題j記事についての分析と A考察
お知らせがほとんど毎号掲載されていた。そして，読者 2 -9 -1 .社会問題について
から寄せられた年金についての質問に答えるコーナーも 社会問題は地場性と時代状況を強く反映する。社会問
設けられていた。 題がt起してきたその背設を係る乙とは容易ではない。
また，恩給lζ関する記事も多くみられた。 社会問題はその時々の問樋κ対する対策をよ時じるだけで
1971 (昭和56)年農業従事者の生活の安定や段業経常 はすまない乙とが多L、。その問題の本聞を見抜き，線本
の近代化 ・段業地保毎の合開化を日的として農業者年金 的な解決を見出すζとが必要となる。
制度が成立した。その内容は，経営移譲年金と農業者老 一口に社会問題といってもその発生のメカニズムや変
齢年金である。 転の終過は一つひとつ異なっている。従来から潜在して
(2) 共済 いた問題が時代の進展により放出できないものとして顕
農作物(水稲 ・麦)共済 ・蚕(存蚕 ・I1.秋蚕)Jt済・ {E化してきた問題もある。既に顕在化していた間組が，
家畜共済・任意(也物 ・辺機具)共済の農業災害補償箭IJ 行政施策として位行つけられる乙とによって社会問題化
度が1963(昭如38)年にできた。 1967(Hi初42)年にI2 したものもある。社会の変動lζよって引き起乙された間
業共済事業が共済組合から町tζ移された。そして，家畜 題もある。
共済の法律か改正されたので.改正のあらましについて 広報にはL、ろいろな社会問題が取り仁げられている。
6固にわたり連載した。 それを読んでいくと.その問題の解決を図るために.解
一日一円の掛金の交通共済が1968(H前日43)年から兵 決の方法が行政絡策の一段として実行されていく経過が
庫県ドで始められた。 読み取れる。
70年代では，火災等lζ備えて短期悠物共済の記事が目 広報にみられる社会問題を乙乙iζ姶い上げてみたが，
立つが.乙の共済は1949(昭和24)年I[始められたもの その分析となると符易ではない。社会問題を構造的に解
である。交通共済 ・短期建物共済とも一年間の掛け捨て いていくには私たちの力五iが不十分だからである。
である。年度始めlとはそれらの説明と勧誘が頻繁iζ行わ 2-9-2.老人|問題について
れている。地阪毎の加l入率を表iζし，地区くるみでの加 伺東町では町人口か1955(H{l和30)年には9617人であ
入の徹底を阿っている。短期建物共済では. 1970 (U{利I ったのが1980(Il?l干1l55)年には6898人となり.25年聞に
45)年の加入率が93.5%1[;さした。 305'6近くの減少をした。またお齢者比率は.1980 (昭和
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図1.但東町、過疎地域、全国における高齢者比率の推移
(注)
l高働者比率とは、65級以上の人口を全人口で除したものである。
235年-60年の数値は、国勢調査による実繍値である。
3全国の将来推計の数値は、厚生省人臼問題研究所「日本の
将来縫計人口(昭和61年12月推計)Jによる。
55)年において18.796で過疎地域平均14.8%.全国平均
9.1%を大幅に上回っている。図1をみると，過疎地域
は高齢者比率をみる限り全国の1977年のそれを先取りし
ている。また但東町の場合は全国と比べて約四半世紀先
取りしている。
家族構成では，核家族が3分の2を占め，独居老人は
48名と少ないものの老人夫婦だけの世帯は225世情(18
%)となった。
乙の様な状態で但東町では老人問題ははやくから町l攻
の主要な課題のひとつであった。
とζろで老人問題は決して老人だけの問題ではない。
世帯の変容にみられるように家族形態の問題でもあり，
地域における産業情造の問題でもあると同時に過疎化問
題でもあり，また生きがいについていえば全ての住民に
関わる問題となってくる。決して一朝一夕に解決できる
問題ではない。
但東町の施策としては. 1963 (昭和38)年から老人福
祉大会がおζなわれている。 1974(昭和49)年にはひと
りくらしの老人に対するテレホンサービスが始まり，ホ
ームヘノレバー制度も採用された。また1977(昭和52)年
平田には農家高齢者創作館が完成，老人を中心として住
民が村づくりの拠点になった。
敬老の日iζは鶴亀のお菓子を家にとどけたり，長寿祝
い金を出すといった記事がみられる。
老人問題はまず行政た、けて、解決てーきる問題でないと認
識すると乙ろから，その解決への模索が始まるのであろ
(14) 
うか。
2-9-3.交通問題について
但東町の自慢のひとつとして道路の整備があけ、られる。
それだけ但東町は道路の建設，号準備に力を入れてきた。
|塗の孤島にならないよう1[.町の発展ILは必要な ζ とであ
った。また生活の広域化という新しい時代1[.即応するた
めにも一層道路の整備は必要となった。
ところで交通問題とは一体なんであろうか。交通問題
は時計ζ交通事故問題にととまるものではなし、。 60年代に
はじまる全国規模の総合開発政策が道路警備の問題を初
めとして地成社会を大きく変貌させた。交通問題はこの
時に生起したといえるだろう。
高度経済成長による物のmi監は消費者の購買意欲を煽
り立て， 一方で商品の移動の高速化をもたら した。そ し
てさらK人々の生活まで加速化してしまった。その結果
としていろいろなひずみを引き起乙した。交通問題もそ
のひとつである。記事数の推移をみると.60年代後半か
ら記事数が増加し，その後は一定している。
「そんなに急いでととへいく」という交通事故防止の
標語が物語るように，道路の整備がすすみ，自動車が普
及して通行量も増えると交通事故も培える。 ζれは但東
町でも同じ乙とであった。それに対処するため但東町は
1967 (昭和42)年には 「交通事故をなくする町民連動」
を推進する乙とを目的として「但東町交通安全対策推進
委員会」を設立し「交通安全の町」を宣言している。 19
68 (昭和43)年の車の交通量調査では 3年聞に2.2倍に
なったと報じている。 1972(昭和47)年6月には「非常
事態宣言，交通事故続発/Jという見出しで死者が三人
でた ζとを報告している。
2-9-4.公害について
公害の記事としては1970(昭和45)年lζゴミ公筈と畜
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図12.社会問題についての記事数の推移(5年間毎)
舗面他 農村における子どもの生活に関するー研究(2)
定公3の3己'Jjかみられる。渇のふんや牛の尿か原肉で悪
臭と鎚の発生の問題がSかれている。
また家庭のゴミ問却は先の生活環境でも述べたように，
1973 (附拘48)年に，公害防止を条件IL矢線地区iζ処Jlp.
胞設のijl，;交が始められ，1978 (昭和田)年ILは不燃物コー
ミの収集，処flP.が行われるようになった。
との織な家ほからでるゴミ問題は.高度経済成長によ
る商品終i併の浸透によって生活様式が大きく変わり，い
わる「使い捨て時代」が到来した乙とによって発生した
といえよう。
2-9-5. i同和」問題について
fll*町にいくと役湯の前に「差別をなくそうJという
飽旨の立て石板がある。広報をみると毎年十二月はじめ
の人権週聞には人権後議委員が悩みごとの相談を受けて
いる。
1973 (昭如48)年Iζは38カ所で「同相J問題の懇談会
を聞いている。 ζれは「差別をゆるさない県民運動jの
一段としてffわれたものである。記事ILは「一度だけの
懇談会で日的か達成できるとは思わなし、。あらゆる機会
に粘り強く取り組んでいく必要性があるjと3かれてい
る。 2う乙とは容易だ、が，実行はなかなか困難である。
1976 (1仰向51)年一 1977(昭和52)年には問手n学宵シ
リーズがとりあけ。られ. i同和J問題の歴史，同和対策
溶必会の答巾文.結婚問題などκついでにf哩解を深める
ための紀'jlがみられ，その分だけ70年代後半は記'Jの数
かmえている。
2-9-6. i問吉者」問題について
村正喜共foj体にあっては. i障害者Jであろうとひとり
の村人としてその地紙の中K位置づいていた。それがい
つの乙ろからか「防3者JIL対する施策としては同と以
レベルで・の胞策が盟問保健所を中心として行われている。
たとえば「精神湾弱者JIL対する巡回相談や心身防存者
扶養共済が発足した乙との周知徹底などである。
生活改i!{.・センターでの「防害者」の適所事業(三つ災
グループ)が行われるようになり，作業，製作活動や.
レクレーションを行っている。 ζの活動に参加している
人の中には，経済の高度成長期』ζ郷市部へ就職したもの
のIlsrfi生活と職場iζ適応できず，精神的な問題をかかえ
てIr!~夜間l'ζ もどってきた人がL 、る。
(文賀淳，漏智附)
2 -10. iくらし(食生活，友生活，住生活など)J記
'jJ について
私たちは{日*町の変貌は.町民の生活の変化そのもの
であると々えている。その怠味で今回の広報の分析は.
町民の生活iζ対する行政施策の変遷Iζついての分析だと
????? ? 》
三ってもよL、。つまり生活環犠整備などをはじめとして
行政から社会問題における記事は，全てが町民の生活を
物J吾るものだといえる。
乙のように考えた上で，私たちは町民の生活をよりQ
体的IL反映するものとして「くらし」をひとつの領域と
して&定した。いわゆる衣， 食.f主などの日7古生活がど
のように変わったのかを知りたいからである。
今凶の分析では.項目を多岐にわたり設定したので生
活に関する記事は「くら し」以外の領域の中iζカウン ト
された。したがって「くらしJIζ分刻された，ic'Jは少な
かった。総数で130(2. 9~ぢ)であった。その内容として
は， 栄~. 料f型などの食生活の改[引ζ関するもの.不用
品交換会.訪問販売への注怠などの消費生活に関するも
のが主たるものであった。(編智附)
m 考察
私たちは，但東町の発行する「広報jの記呪を分析す
る乙とを通して，但東町の成立から今日iζ至る変貌を見
ょうとした。その分析の結果ILついては日でみた辺りで
ある。率直にきって.分析の領域が多岐にわたるため変
貌の一端に触れたといった感じである。もともと地域社
会の全貌なと簡単に鏑めるはずがない。
しかし，広報を盈的に務fIllし.さらにその内特を読み
.i1tみ.仲間]同tでディスカ yションを宅ねると.{日点町
で生活する人々のくらしのあり僚とその移り変わりが，
わずかであるが具体的なイメージを伴って伝わってくる。
乙乙でζの分析を通して私たちが考えた点を務用してお
きたい。
1. i変わるものJと 「変わらぬものJ
. t白域社会は.~錬であれ過密であれ. 時代とともに変
貌してきたし，また変貌させられてもきた。地威の変貌
を促えていくと，その変貌かその土地の人々のくらしの
あり}jゃ:怠識のあり方を規定してきたととがわかる。ま
たそれは当然、のととながら子どもの生活にもなんらかの
影怖をうえできたし，彩を落としてきた乙とだろう。
ではfl.東町という地域の変貌はとのようなものであっ
たのだろうか。今，私たちはイ日東町の変貌について弓ーえ
る1寺. i変わるもの」と「変わらぬものjとがある乙と
に気づく。
保:かに但東町は大きく変貌した。その変貌は時間的に
みるとわずか30年余りの間であるが.乙の期間の変貌は
いまたかつてなかったような重大な怠味をもつように恩
われる。それはし、わゆる高度経済成長κよってもたらさ
れたものである。
その変貌は織造的なものであった。家庭生活のありJj
(15) 
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児 3在学
や労働と余暇についての考え方をはじめとして，生活の 出による過疎化問題と，その結果としての町民の高齢化
多方面にわたる質的な変化が起きたと見る乙とができょ にともなう老人問題があげられる。住民登録によると，
う。 1955(昭和30)年から1985(昭和60)年の30年間に但東
乙の織に大きく質的ICr変化したものJと.その一方 町の人口は3分の21C減少している。また1985(昭和60)
で「変わらぬものJがあることに気っかされる。現象と 年の国勢調査にもとづく年齢別人口構成をみると，老人
しては変化しているように見えても質的に殆ど変わらな に比べて若年人口の割合が極めて低くなっている。
いものがある，と私たちには思えるものがある。 但*町で人口の転出が急激に増加するのは1960年代の
たとえば. r鐙かな村づくりJで全国表彰を受けた平 高度経済成長期である。都市に慢性的に不足しがちな労
団地区における「村づくりJのヴィジヲンの中に次のよ 働力を吸収する政策がとられたためである。しかしその
うな一節がある。それは，とれからの平固に必要なもの 乙とだけが人口の減少を促す要因Kなったのではない。
として. r生活共同体護備Jという名目で書かれたもの 但東町では，農林畜産業の近代化をすすめる一方で，企
であるが. r伝統の上K立って築き上げてい乙う./(し 業誘致策も計ってきたのであったが，それでも多くの人
ょう油を借り IC ~ 、ける仲間 ・ 問題解決のできる組織) J 々が生活する ζとは困難であったのである。
という表現である。 ζれは「しょう油を気楽に貸し借り 但東町をどのように発展させていけばいいのか。政治
できるような近所づきあし、」を自分たちの間にっくりあ の泉たす役割は大きい。歴代町長の政策をみると，いつ
げ，難問が生じたら一緒になって解決しよう，という窓 も「和Jの精神を説いたり，町民との懇談会をお乙なう
味であろう。つまり，乙乙で言う生活共同体整備とは$ など，地峡の共向性をいかに維持するかに腐心してきた
なる集会所の悠設というような場っくり(ハード面)で かがうかがえる。また町民の選挙の投票状況をみると，
はなく，住民の意識(ソフト扇)についてのζとである。 国政レベノレから県政.町政レベノレiζいたるまで-flして
乙の様な住民の:n識がある反面，農村には「隣の家iζ 7書リから 9割以上の投票率である。 ζれをみると但東町
蔵がilてば腹が立つJというような考え方が農民の心底 の人々の政治への期待度がいかに高いかがわかる。
』ζ流れている場合もある。乙れと同じようなことを但東 但点IUJの現在に政治の占める比重が高いが，町の明白
町でも土地の人からうかがった。乙のような農民の意識 を担うのは子どもたち一人ひとりである。教育にたいす
と前述の助けあうという意識とは両義的で裏腹な関係で る町民の関心が高いととは， r広報」の随所にうかがえ
土地の人々の中に存在しているのではないだろうか。 る。とりわけ学校の統廃合問題が生じた際IC，統廃合に
乙のように地犠社会の変貌を論ずる際iζ，その変貌だ たいして賛成と反対の意見の対立が町を二分して行われ
けに注目するのではなし時代κ動かされるととのない た乙とか「広報Jの行間からも読み取れる。また点井義
本質をも明らかにするζとが大切だと考える。そのよう 雄氏は「村を育てる学力Jの著者として有名であるが.
な本質は，地級社会をとりまく厳しい状況下で，地峨の 氏か「広報Jの教育関係のシリーズに警かれている毛張
共同体を維持発展させようと作用している。それは地峡 を読むと，明日の町を育んでいくのは一人ひとりのチど
自治の伝統に椴ざし.地獄住民の人間の関係の中K脈々 もたちであり，歴史の希望として子どもたちに託してい
として流れているのである。そして，それは地援の人々 る姿が読み取れよう。
のおおらかな営みの中でほわれてきた「共同心性」とも 但東町が直面してきた問題として，高齢化の問題があ
いうべきものの中に変わらぬものとしてうけつがれでき る乙とは前述した。老人人口の増加という問題は医療.
ているのではないか。 保健や民生(とりわけ社会福祉や社会保障)の問題とも
もっとも私たちは，地域の変貌と本質とを別個のもの 密接にかかわってくる。医療費の地大は町の財政負但を
として捉えるのではなし、。なぜなら地域の共向性を維持 大きくしてきたが，乙のζとを契機に して町ぐるみで他
し発展させるために，地域社会が時代とともに変貌して 康づくりに取り組む乙とともなった。健康づくりは右人
きたのだ，と考えられるし.また，逆に地域が衰退する だけのためではなし町民全体の問題である。乙のよう
ζとなく大きな変貌をとげfたのは，その地域に共同性が な経緯を経て70年代から今日まで総合保健活動の一環と
怠ついていたからだとも考えられるからである。 して，食生活の改善や，健診活動の充実などに取り総ん
2.但東町の変貌とその意味するもの できた。
乙のような基本的な考えのもとに，但東町という地壕 また健康っくり iζスポーツやレクレーション活動の来
社会の変貌についていま一度みてみよう。 たす役割も大きL、。 7 ラソン，卓球大会などにみられる
但東町が抱えてきた主要な問題のひとつに，住民の転 ように，町をあげてのスポーツ振興策が講じられてきた。
(16) 
堀他 :Q村における子どもの生活に関する一研究(2)
それは健康づくりにとどまるものではなし余暇の活用
と充実にもつながるものである。乙れらが生きがいをも
たらす糧になれば.それもある意味で文化のありβのひ
とつだと考えられよう。
ζうしてみてくると.地峡の共向性を維持し発J訴させ
うるかは，すぐれてそ乙lζ住む人々による.という乙と
がわかってくる。地峡とは，人と自然，人と人の関係の
総体である。共同性とはその関係の総体の別の三い}jな
のである。その窓味で，ィq栄町Iの現在と未来とは， f且東
田Iが直面している諸問題iζ地域住民自らがどの織に取り
組むかにかかっている，といえるのではないだろうか。
(曽如信一，掲智略)
W 今後の研究の課題
本研究の今後の当面のぷ題を以下にあげてお乙う。
1.私たちは1984"，1:制点町のチどもたちを対象に子ど
もの学校観，家庭観.地峡観などを問い.その結果を
「農村における子ともの生活に関する一研究(1)J1:報
告した。 3年後の今.その子どもたちにもう一度同じ
ようなアンケートを実絡する。そして子どもの地域観
などがどのように変わってきているのかを見てみる。
そしていわゆる 21;';点分析を行う。
2.助産婦の聴きとりをまとめたが，その発展として産
?????《?
婦に対して聴きとりとアンケー卜による調査を行う。
3. {司東田JIζ今でも受け継がれている子どもiζ閲する習
俗としての伝統行事を採集する。そしてそれが但東町
のチともをはじめとして土地の人々にどのような意味
をもつのかを明らかにする。
4.本研究をふまえ， ζれまで但東町において採集した
資料を整問しながら，子ともの生活と地場との相互関
係についてのJ7察を深める。
5.ζれからも但東町の人々に出会い， 子育てを中心iζ
聴きとりをお乙なう。
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Summary 
1n this paper， we study the undergoing a complete change of rural community “Tanto-cho in Hyogo Prefectureぺ
by analysing quantitatively as well as qualitatively the articles reported in Public Information of Tanto-cho. 
We analysed the articles from these points as follows 
1. administra tion and public finance 
2. industry 
3. servicing of living environment 
4. health and hygiene 
5. public welfare 
6. education 
7. culture 
8. sports and recreation 
9.ぬilylife 
10. social problcm 
11. the others 
In about thirty years， Tanto-cho has changed on a large scale， especially by the high growth of economy. And so， 
Tanto-cho has be唱nfaced with the problem of population decrease and the aged. In recent years， it's becoming the 
important problems to be solved how Tanto-cho activates itself 
And no¥V， childrcn in Tanto-cho are living in the rural community， which is changing. Wc will study further how 
the social change has influenced on the life of the children there 
(17) 
